
九雨
月と九
十激月
日し二二
現い十
在雷五
(に日
属製の
出わ夜
〉れか
で、ら
、死二

一者十
ノ、

二重日
れにきににえいれ主主水茂 せと不橋とめ区がと浸 休二々雷め 四軽に
る豊てわ至なうる庫が地最つ、能梁い生で各と水こみ十徴をた二二傷か
状茂、たるく j喬とを続区もけ水と、つ埋は地も、のな六し伴雨十 、者け
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なはに削ななとた、ひ川のま壊、』砲事な家所山な、り前;~日大や午六出当
り瓜返りどどん家住ど流大し力集設もり五に崩ど河口烏三え雨が後千る町
ま友行 iiえは、ど屋家い域をたを中、発、人発れの川り時、にて九円な全
しの不ら、な ~}íL やは所でか 。、豪;水生ーが生、被流つ過集な十時とど域
た立能れ約お失、半ではつ ま雨道、人山、が害域づき了中る時前い、は
、る百ましま分は、た ざのなまがく大けがをさ?に喜美とにかう各
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のも卜主主も橋とどの、 とし完道すの坊なすにたま化にしりに大二
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(一)

愛媛県喜多郡

長浜町役場

岸本印刷所

邑月末住民登録人口

l[f目日坦坦血A?El山人 1叩5 附l転人(+)6引刊11!転|転出(ー)641
中 |出生(+〉75!転出(-)5
の動|死亡(-)81 

8月末|人口15叫世帯数羽4

発行所

印刷所

臨盟

j髄

被
害
額

宮担彊量湿.

駆盤部電盟国

こ
れ
に
対
し
て
町
当
局
は
、
午
前
三

時
三
十
分
、
こ
れ
ら
の
災
害
発
生
を
察

知
、
た
だ
ち
に
消
防
団
幹
部
を
召
集
す

る
と
と
も
に
、
町
職
員
を
緊
急
出
動
、

午
前
五
時
三
十
分
、
災
害
対
策
本
部
を

へ
写
真
説
明
)
あ
っ
と
い
う
閲
に
、

橋
間
さ
ん
一
家
を
埋
め
つ
く
し
た

山
津
波
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復
胆
討
画
ほ
ぼ
ま
と
ま
る

ー
緊
急
な
も
の
か
ら
|

(単位千円)

2‘640千円

内緊急 3ケ処 未摂IJ量1ケ処
内緊急分 6ケ処

内緊急 Bケ処 31.521千円
(測量済の分だけの額)

54.542千円

一
(
パ
)
積
立
地
区
は
、
松
本
地
区
へ
の
道
路
一

一
橋
が
流
失
し
た
の
で
、
耕
作
道
路
を
一

一

便

っ

て

登

校

し

て

い

る

。

一

一

四

、

吠

川

地

区

一

一
番
紋
害
の
大
奇
か
っ
た
豊
一
旦
茂
地
区
一
婦
人
会
日
赤
奉
仕
団
、
そ
れ
に
臨
時
に

に
於
い
て
は
、
道
路
は
完
全
に
通
行
不
一
採
用
し
た
四
名
の
補
助
員
と
で
、
な
ふ
ぎ

能
の
た
め
、
男
女
計
四
十
八
名
が
特
設
一
さ
寮
と
全
〈
同
一
の
献
立
に
よ
っ
て
、

寄
宿
舎
で
共
同
生
活
を
し
、
授
業
に
通
一
学
校
の
調
理
主
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま

っ
て
い
ま

1
1
i
l
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
J

す。

す

。

内

、

一

豊

茂

地

区

中

学

生

一

合

宿

生

男
子
二
十
一
i
L
ト

l

i

l

i

-

-
ー

し

徒

の

学

習

八
名
は
四

F
自
主
主

4
2
A
Kい
町

〉

指

導

、

生

十

二

教

室

」

仁

花

盛

羽

毛

徒

指

導

に

に

畳

を

数

，

‘

A

t

曲
F
『

匂

聞

や

i

は
ふ
一
口
肢
を

い

て

収

容

一

月

二

克

ザ

I
」

増

員

し

て

し

女

子

二

-

↑

，

ノ

，

当

ら

せ

て

十
名
は
礼
法
室
で
共
同
生
活
を
さ
せ
て
一
い
ま
す
。
な
お
、
猪
ノ
足
、
大
久
保
、

い

ま

す

。

十

穂

積

地

区

の

生

徒

は

、

出

石

駅

前

ま

で

食
事
に
つ
い
て
は
、
な
ぎ
さ
安
か
ら
十
歩
い
て
大
測
線
の
パ
ス
を
利
用
し
て
お

派
遣
し
た
一
名
の
専
任
者
と
、
長
浜
町
一
り
そ
の
他
の
地
区
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん

児)
童)
(生
(徒

渡
り
元
気
で
登
校

災
害
に
よ
っ
て
通
学
道
路
を
失
っ
た

地
域
の
み
な
さ
ん
は
、
ご
家
庭
の
復
旧

作
業
が
あ
る
に
も
か
か
が
ら
ず
、
一
致

協
力
し
て
通
学
路
確
保
や
被
害
を
受
け

一
た
学
校
の
整
理
に
勤
労
奉
仕
を
し
て
下

一
さ
つ
だ
結
果
、
現
在
次
の
よ
う
な
状
況

一
で
予
定
通
り
九
月
二
日
か
ら
芳
二
学
期

の
綬
業
に
通
っ
て
お
り
ま
す
っ

て
大
和
才
一
校
区

。
猪
ノ
尾
、
大
久
保
地
区
に
は
川
沿
い

に
仮
設
道
路
が
で
ぎ
、
と
れ
を
使
用
、

O
穂
積
地
区
は
正
面
橋
に
下
り
て
学
校

に
至
る
。

O
学
校
前
は
仮
橋
を
仮
設

二
、
大
和
芳
二
校
区

O
夫
上
地
区
の
児
童
は
的
淵
の
流
失
跡

に
つ
け
た
仮
設
道
路
を
通
行
し
て
学

校
に
至
る
。

一
二
、
喜
多
灘
校
区

O
A「
坊
浜
地
区
は
通
学
道
路
の
橋
が
流

失
し
た
の
で
、
県
道
を
歩
い
て
元
の

診
療
所
か
ら
学
校
に
登
っ
て
い
る
。

足
山
、
-
ノ
淑
地
区
の
通
学
道
路
及

び
橋
が
流
失
し
た
が
仮
設
の
橋
、
道

路
の
仮
設
に
よ
っ
て
一
安
全
で
あ
る
。

L 

回""'，~

鴨.-

と
激
ゐ
へ

下
須
戒
の
仲
田
さ
ん

戸
ア
ン
チ
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
N

今
坊
の
橋
岡
さ
ん
こ
家
四
人
生
埋

め
)
に
つ
い
で
、
家
屋
に
最
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ら
れ
た
仲
田
源
一
さ
ん
(

大
字
下
須
戒
)
方
で
は
、
そ
ば
を
流
れ

左矢印はごっそりもぎとられた住管の跡形

石矢印はもぎとられて水i況をかえた倉庫のトピラ跡

て
い
る
大
和
川
が
氾
濫
し
、
車
ご
と
車

庫
を
流
失
す
る
と
と
も
に
住
宅
の
半
分

も
一
瞬
の
う
ち
に
、
も
ぎ
取
ら
れ
る
と

い
う
大
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

仲
田
さ
ん
の
は
な
し

午
前
零
時
頃
、
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

雷
雨
な
の
で
心
配
に
な
り
、
起
き
て
裏

窓
を
の
ぞ
く
と
川
岸
に
水
か
さ
が
増
し

激
流
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
も
し
も
の

場
合
に
備
え
て
妻
や
子
供
た
ち
に
も
避

難
の
用
意
を
さ
せ
、
荷
物
は
車
に
つ
ん

で
様
子
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
、
午
前
一

時
半
頃
、
約
十
メ
ー
ト
ル
川
上
の
橋
が

こ
わ
れ
た
ら
し
く
、
水
流
が
あ
ふ
れ
る

と
同
時
に
、
そ
の
水
が
た
ち
ま
ち
の

5

ち
に
家
に
流
れ
込
ん
で
を
た
。
急
い
で

子
供
た
ち
を
車
に
乗
せ
逃
れ
よ
う
と
し

た
が
、
す
で
に
エ
ン
ジ

γ
は
水
を
か
ぶ

っ
て
動
か
な
い
。
急
い
で
車
を
降
り
、

懐
中
電
灯
を
た
よ
り
に
腰
ま
で
の
水
流

の
中
を
手
を
取
り
合
っ
て
横
切
っ
て
い

る
う
ち
、
子
供
の
一
人
の
手
が
離
れ
、

も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
と
き
、
向
い
州
間

に
あ
っ
た
倉
庫
の
と
び
ら
が
水
流
で
も

ぎ
取
ら
れ
た
た
め
水
流
は
急
転
し
て
そ

の
倉
庫
へ
流
れ
だ
し
た
。
こ
の
た
め
子

供
は
本
流
の
方
へ
な
が
さ
れ
ず
助
け
る

こ
と
が
で
き
、
や
っ
と
近
く
の
農
協
ま

で
避
難
し
た
。
し
か
し
、
ふ
り
返
っ
て

我
が
家
を
見
た
と
き
、
既
に
車
ご
と
車

庫
は
な
が
れ
、
家
半
分
は
も
ぎ
取
ら
れ

て
姿
は
な
か
っ
た
。

生

/

予防

つ流1清}
て水/潔/
かで 、

らZ(2
洗な

集
中
豪
雨
の
後
だ
け
に
、
伝
染
病
の

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
町
(
住
民
課

)
で
は
、
早
速
浸
水
地
区
を
中
心
に
消

毒
や
水
の
利
用
の
注
意
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
が
、
去
る
九
月
六
日
、
沖
浦

保
育
所
か
ら
園
児
六
名
が
赤
痢
患
者
と

診
断
き
れ
、
さ
ら
に
九
月
十
六
日
現
在

、
患
者
は
四
十
八
人
に
な
り
ま
し
た
。

集
中
一
豪
雨
に
よ
る
復
旧
も
立
っ
て
い

な
い
時
だ
け
に
、
み
な
さ
f

仰の

ν
ヨ
ツ

ク
も
大
ぎ
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が

町
当
局
は
、
こ
れ
ら
の
伝
染
、
予
防
に

全
力
を
あ
げ
、
こ
れ
以
上
の
広
が
り
を

最
小
限
に
く
い
止
め
て
お
り
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
患
者
範
聞
の
ほ
と
ん
ど
が
作

浦
保
育
所
児
童
と
そ
の
家
族
の
方
々
で

す
の
で
、
こ
れ
ら
を
除
く
範
凶
に
拡
く

お
よ
ぶ
心
配
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

し
か
し
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
赤
比
例

の
伝
染
率
は
非
常
に
円
十
い
た
め
、
厳
重

な
注
意
が
心
裂
で
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
よ
く
守
っ

て
い
た
だ
き
、
伝
染
あ
る
い
は
発
病
し

な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
い
た
た
を

た
い
と
思
い
ま
す
J

H
、
赤
山
川
菌
は
ロ
経
伝
染
病
(
口
か
ら

菌
が
入
る
)
で
す
。

①
、
生
水
は
飲
ま
な
い
(
必
ず
一
度
ふ

っ
と
う
さ
せ
て
か
ら
使
う
)
こ
と
叫

②
、
清
潔
で
曲
宣
言
な
流
水
に
よ
り
、
食

事
の
前
、
用
便
の
あ
と
、
外
出
か
ら
帰

っ
た
あ
と
な
ど
は
必
ず
手
を
洗
っ
て
下

さ
い
。赤
痢
患
者
発
生
状
況
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